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委 員 長  それでは、休憩を解いて再開いたします。          （14時10分） 

 歳出は款別に審査をします。36ページの議会費から77ページの総務費と142

ページから151ページの消防費の審査を行います。御質問のある委員は挙手を

お願いいたします。 

唐 澤 委 員  質問は２点です。１点目は、ページ数は57ページ、チルドレンファースト事

業のことに関してですけれども、もう少し具体的なことと、これは令和４年度

のみなのか、それとも今後もずっと続くことなのか。また、ここでいいアイデ

アが生まれたときの事業費はこの222万円に含まれているのか、それとも別な

のかということを教えてください。 

２点目は、59ページのＳＤＧｓ推進事業。こちらももう少し具体的に教えて

いただきたいです。よろしくお願いいたします。 

政策推進課長補佐  今の御質問、順次お答えさせていただきます。 

 まず、チルドレンファースト推進事業についてです。こちらですね、この報

償費のほうなんですが、子どもまちづくり会議、まだ仮称なんですけども、子

供たち、本当に小学生、中学生、高校生とか、そういった子供たちをですね、

集めさせていただいて、座談会のような形で、もう気さくな意見交換の場をで

すね、来年度以降やっていきたいなと考えております。これをですね、以降引

き続きやれるかどうかはですね、ちょっと来年度やってみてからというところ

もあるんですが、基本的にそこでいろんな夢を語り合ってですね、じゃあ、実

際その中でできそうなこと、やりたいこととか、子供たちが実際この町で育っ

てよかったって思うような、例えば公園ですとか、その他施設なんかをですね、

翌年度以降整備をしていけるように意見を頂いて、それに基づいて国の補助金

だとかをチャレンジして取りに行くというようなスキームを今考えているとこ

ろです。 

 報償費のほうなんですが、これ２本立てになっていまして、子供たちに対す

る参加の謝礼と、あと専門的な見地から意見を頂けるような方をここでお願い

したいというものがこの２本立てとなってます。消耗品のほうにつきましては、

会議のほうの消耗品ということを想定しております。 
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 続きまして、ＳＤＧｓ推進事業のほうです。こちらにつきましては、例えば

ですね、地域でお困りごとがあるというところ、例えば自治会で言うと加盟さ

れている方が減ってきているですとか、自分自身、こういうようなＳＤＧｓに

資する取組を進めたいんだと。だけど、仲間を集めたいんだけどどうしていい

のか分からないというようなときに使っていただけるような、誰でも使えるよ

うな、そういったプラットフォーム、人と人をつなぐようなプラットフォーム

をつくらせていただいて、この町がですね、持続的にみんなでつくっていける

ような、そういったような仕組みをですね、構築していきたいというようなも

ののシステムのランニングコストというふうになっています。以上です。 

唐 澤 委 員  分かりました。 

委 員 長  よろしいですか。ほかには。 

井 上 委 員  まずですね、１点目は、ページ43ページの一番下のほうにあります個人情報

保護制度改正に伴う制度導入委託料ということで、これはこの個人情報保護制

度がどのように改正をされるのかについてですね、全協等でもですね、こうい

った情報ありませんでしたので、内容とかですね、委託料の内容についてお聞

かせいただきたいと思います。 

 続きまして、55ページ、中段にですね、後期まちづくりアクションプログラ

ム策定支援業務委託料985万6,000円とあります。これはですね、４年前、４年

前の決算書では、次期総合計画支援業務策定委託料でですね、これは基本計画

等を含めた業務策定委託料407万1,600円でした。それと比べますとですね、大

分、倍以上のですね、委託料となっている経費です。単純に比較はできないの

か、内容的には分かりませんが、ちょっと倍以上というところの金額、985万

6,000円を予算計上した理由をお聞かせいただきたいと思います。 

 続きましてですね、ページ59ページにですね、これも委託料で、シティプロ

モーション、上段のシティプロモーションのほうですね、500万円の委託料。

下のですね、まち・ひと・しごと創生戦略の委託料でグローバル人材育成支援

347万5,000円、関係人口創出支援委託料300万円、地域の魅力向上促進事業委

託料200万円とですね、大分金額的には1,000万円未満…1,000万円を下回りま
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すが、大分大きい金額がですね、委託料として計上されています。なかなか今

までこういった部分の商品開発とか人材支援でですね、成果をここでどのよう

な形で生み出していくのか。まるっきりですね、委託ということで丸投げだと

ですね、やはり結果としてはなかなかいいものができてこないのではないかな

というふうに思います。その辺のですね、丸投げ委託ではない、その取り組み

方についてですね、お聞かせいただきたいと思います。 

 それからですね、飛びまして、消防費の145ページ、消防費。一般質問でも

質問をさせていただきましたが、常備消防に要する経費の中で、松田分署の用

地買収費、公有財産購入用地買収費１億5,000万円、物件損失補償5,000万円が

あります。これらの積算は、一般質問における町長答弁は、特に特定の土地が

ないと。これから探すんだという答弁をされましたが、そうしますと、この用

地買収費、物件損失補償を予算計上した根拠をですね、明確にお知らせいただ

きたいと思います。以上です。 

庶 務 係 長  43ページ、御覧ください。委託料の中の個人情報保護制度改正に伴う制度導

入委託料ということで、こちらのほうはデジタル社会の形成を図るための関係

法律の整備に関する法律の公布によって、各自治体ではそれを受けて条例の改

正を２年以内に行うこととされております。今までの制度とは異なり、要配慮

個人情報など、定義のまず一元化が図られるということ…（「何の個人情報で

すか。」の声あり）要配慮個人情報。ということと、あと、法改正によって一

番の大きな目的とされているのが、運用においても法での縛りをきつくして、

自治体ごとの裁量をなくす、少なくする、ばらつきをなくすということが一つ

大きな目的としてあります。町でも現行の個人情報保護条例を廃止をして、法

を全面的に受けた施行条例というものを新規で施行を目指していく考えです。

様々な関係する例規の整備を図りながら、12月議会への上程を目指したいと考

えております。以上です。 

政策推進課長補佐  55ページ、まちづくりアクションプログラムの策定支援委託料のことに関し

ましてです。まず、考え方としまして、前回ですね、今の、現行のこの第６次

総合計画を策定させていただいたときにですね、２か年度にわたって940万円



4 

 

超という委託料を見込ませていただきました。でですね、実際今回ですね、ち

ょっと見積りなんかもいろいろ集めてはみたんですが、今のこの形態をですね、

やはり引き継ぐということをベースに考えるとですね、基本構想、そして基本

計画とですね、まちづくりアクションプログラム、これが１冊という形を今回

取らせていただいておりますので、どうしても似通ったですね、数字になって

きてしまっていたのが事実です。 

 あと、その当時と比べてですね、人件費なんかがちょっと単価がですね、ど

うしても上がっているといったところもございまして、同様の、ベースとして

はですね、同様の金額になっております。当時消費税のほうも８％だったので、

今回10％というところもございまして、このような数字とさせていただいてお

ります。以上です。 

定住少子化対策係長  59ページにですね、各種委託料が計上されておりまして、この内訳といいま

すか、内容はよろしいでしょうか。内容も含めて。どちらでしょうか。（「両

方です。」の声あり）内容も含めて。はい。 

 59ページのですね、中段にございますシティプロモーション用商品開発委託

料500万円でございます。こちらにつきましてはですね、かねてよりシティプ

ロモーションというところ、やっているところでございますが、今回ですね、

シティプロモーションに資するような商品をですね、実際に開発してですね、

その商品をふるさと納税の返礼品に追加したいという考えのもとですね、計上

しておりまして、プロモーションに資するということでですね、パッケージだ

ったりだとか、あとキャラクターだったりとかですね、そういったものをです

ね、含めてパッケージデザインすることにですね、松田町を広くアピールして

いくというようなものの委託料になってございます。 

 中段以降にございます県西活性化プロジェクト推進事業にございます委託料

３本、県西活性化プロジェクトにつきましては、県と共同でですね、この３年

間の間、来年度は２年目でございますが、やってる事業でございます。 

グローバル人材育成委託料につきましては、今年度ホームステイ等の事業を

行っております。そして、関係人口創出事業につきましては、お名前のとおり
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ですね、関係人口の創出に向けて、コンサル含めてですね、委託をしてるとい

うところ。 

そして、一番下のですね、地域の魅力向上促進事業委託料につきましては、

町有施設を活用してですね、地域活性化という事業を行っているものでござい

ます。この取り組み方でございますけれども、やはりですね、町職員もこの実

際の事業の中に参加してですね、現場の声を聞きながら、またプログラムを、

イベント等のプログラムを改変しながらという形で、トライ・アンド・エラー

でやっておりますので、そういった形で、決して投げというだけではなく、参

加もしつつですね、意見を聴取しながらよりよいものにしていくという形で委

託の事業を執行したいというところでございます。以上でございます。 

総務課専任主幹  この用地買収費ですけれども、一般的な幹線道、そこに伴う1,500平米の土地

というところで、平均的なというところで算出しております。また、物品損失

補償費につきましても、通常の家が移転する等でこのくらいだろうというとこ

ろでこちらのほうに書いてるところで、必ずしも次の用地、またそこの買収と

一致するものではないのかなと考えてます。以上です。 

井 上 委 員  43ページの個人情報保護条例でですね、これ新条例の策定ということで、先

ほど説明があった内容ですと、なかなか大変な事業をですね、今年の12月定例

会にですね、対応されるということで、了解ができました。 

 大分ですね、12月定例会にぽんと出されてもですね、なかなか議会では、や

はり３月定例会でそれの条例の委員会報告をするというふうなスケジュールに

なろうかと思いますが、それでもなかなかちょっと難しいと。内容的にもちょ

っと大変かなと思うんですけれども、やはり事前にですね、全協とか９月定例

会辺りでどういうふうな形になるのか、どういうふうな改正箇所、変更箇所が

あるのかというのをですね、やはり議会のほうにもですね、示していただきな

がらやることによってですね、12月定例会に上程をされたものに対応できるの

ではないかなというふうに考えますので、予算が認められた上はですね、よろ

しくお願いをしたいと思います。 

 まちづくりアクションプログラムは分かりました。期限は２か年分、400万
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円ずつぐらいをですね、２か年に計上してきたということで、私のちょっと決

算書からは１か年分しか見つかりませんでしたのでということで、了解です。 

 あとですね、59ページのですね、県西地域活性化プロジェクトの委託料関係

でですね、そこでちょっと、もう一度再度ちょっとお聞きしたいんですけども、

職員もですね、現場の声を聞きながらというふうに回答がありました。現場の

声というのが一番大変だと思うんですけども、どこの現場なのかね、よくちょ

っと分からないところもあります。 

 あと、その上のですね、シティプロモーションのほうもですね、なかなかふ

るさと返礼品にできるようなキャラクターものというのは、それだったら500

万円でできるのかなというところもかなり思います。例えば、ね、一流デザイ

ナー等に頼むとすぐにもう1,000万単位だというふうな話もね、聞いておりま

すので、その辺の考え方をお願いをしたいと思います。 

 145ページ、消防費の部分です。先ほど幹線道路沿い1,500平米で家の移転も

含むということですと、実際には今、松田分署がありますけれども、それに近

いような条件の土地を想定されているのかなというふうに思いますが、なかな

か1,500平米で5,000万円、物件損失補償で5,000万円というと、家１軒か２軒

程度の移転だけだと思うんですね。なかなか1,500平米、約500坪ですよね、大

体今、敷地面積で150坪ぐらいですので、３軒ないし４軒相当分ぐらいの土地

に相当するかなというふうに考えますので、ちょっと5,000万円で、じゃあ物

件損失補償足りるのかなという辺りを思いますが、その点についても再度です

ね、もう足りない部分は、また実際に具体化した時点でね、予算対応されるの

か、もうこの中でやり切るのかね、その辺の説明を課長のほうからですね、お

願いをしたいと思います。以上です。 

定住少子化対策係長  県西活性化プロジェクトと、あとシティプロモーションの中の委託料の件で

再質問でございます。 

 まず現場の声という話でございますけれども、県西活性化プロジェクトの中

の一例を申し上げますと、関係人口事業についてはですね、今年特に寄で事業

を行っておりました。そういった中で私も実際参加をしておりまして、次年度
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につながるようなプログラムといいますか、いうような形で考えて予算計上を

今してるというようなところがございます。 

また、地域の魅力向上委託の中ではですね、旧寄中学校で授業を行ったりも

しておりまして、こういった中で私も参加させていただきまして、町で委託し

たものもございますけれども、その後、自主事業としてですね、寄中の事業者

でございます、足柄リハビリテーションさんが自主事業でも同じようなことを

継続的にやっていくというような形の成果も見えておりますので、そういった

形でこういったものを進めているということでございます。 

２点目のですね、シティプロモーション用商品開発委託料のところでござい

ます。やはりですね、議員御指摘のとおりですね、パッケージのデザインだっ

たりとかしますと、本当にピンキリというようなところであるのは承知してお

ります。しかしながらですね、当町には富士山だったり桜だったり、奴さんだ

ったりとか、松田町をほうふつするような資源もございますので、予算の中で

ですね、最大限うまい形でですね、シティプロモーションに資するようなもの

を作っていきたいと思っております。以上でございます。 

総 務 課 長  すみません、ただいま井上議員からの再質問ということで、必要にあられて

物件損失補償なんかの対応はどうするのという話の中で、今現在、先般来から

町長のほうも申し上げましてるように、基本的にまだ該当地はないので、これ

は今年に該当者を決めさせていただいて、その中でもちろんその予算が足らな

ければしかるべき形でまた補正等を計上をさせていただいて、また、議会の皆

様にお願いするような形で考えております。以上です。 

井 上 委 員  終わります。 

委 員 長  ほかに。 

寺 嶋 委 員  前者の方、関係ありますので、関連の一つでね。55ページのアクションプロ

グラム。この事業ですけども、一応主な流れということでお伺いをいたします。

案とか、意見募集。それから、その中での総合計画審議会の関わりということ

で、まず１点目の関係をお尋ねをいたします。 

 次は145ページ、消防団員ですけども、今、消防団の定員が164名ですけども、
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その中では消防団員が140人、機能別消防団員が24人というふうになっておる

と、条例上ではね、なっていると思いますけども、消防団員実数をお聞かせく

ださい。 

 あとはですね、消防団の関係では８分団が今休業中といいますか、実際機能

してないと思うんですけども、何か消防団、そういう意味では、消防団員の方

がなかなか見つからないということで、何か統廃合みたいなことがね、検討さ

れているのかどうか、その辺についてお伺いをいたします。 

政策推進課長補佐  アクションプログラム策定に関しまして、２月にですね、全員協議会のほう

で進行管理の進捗状況をですね、御報告させていただいた中にちょっとスケジ

ュールもですね、添付させていただいたんですが、ちょっとここで改めまして

御説明申し上げますと、この後ですね、４月に入りまして、新業者さんと契約

を締結させていただいてですね、その後、５月、６月には町民アンケート調査

という形を考えています。またそれと同時にですね、座談会というような形が、

またこのコロナの状況なので取れるかどうかというところもあるんですが、直

接対話の場をですね、つくらせていただきまして、御意見を賜りたいと考えて

おります。また、それと同時に関係団体、各種団体いろいろございますので、

御意見をですね、そこからも伺いながら、あとはそれらを踏まえて庁内の調整

を図りつつですね、総合計画審議会、その都度、ポイントポイントでですね、

４回ほど開かせていただきたいと考えております。また、それに応じまして議

会の皆様方にもですね、その状況を共有させていただきながら、先ほど意見募

集ということもございましたので、パブリックコメントなんですが、こちらも

ですね、来年、年明けにはですね、パブリックコメントをかけさせていただい

て、それをもってですね、最終的な案を作らせていただいて、３月の議会にな

ってしまおうかと思うんですけども、そちらのほうで最終的な形をお示しした

いなというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

総務課専任主幹  現在、消防団員の数ですけれども116名、そして機能別のほうが21名、全体の

充足率として83.5％です。現在のところ、統廃合というのは考えていなく、７

個分団の運用で考えております。以上です。 
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寺 嶋 委 員  アクションプログラムの流れは分かりましたけどもですね、今回の事業の中

心といいますか、そういうことでは総合計画、あとは基本計画ね、前期、後期、

今度は後期の基本計画ということの中でのアクションプログラムだと、事業の

中心は、これは何ですかね。ちょっと中身が、もう一回、中心はどういう事業

なのかという、ちょっとね、その辺がもう一回お聞きします。実行計画とか施

策をね、若干見直すのかなという感じするんですけども、その辺について再度

お伺いいたします。 

あと消防の関係では、団員数が一応充足率が83.5％ということで、かなりね、

低くなっておりますけども、予算のほうはね、３年度予算とほとんど変わって

ないんだよね。予算がね、だと思いますよ、比較すると。ですから、そういう

消防団をね、予算で言うと増やさないのかって気がするんだけども、やっぱり

ね、これは町民のね、やっぱり生命と財産を守る立場からね、やっぱり増やす

ということをですね、明確に考えてね、予算もやっぱり増額して、やっぱりし

てね、そういう方向で行くんだというね、この計画が全くないんですよね。消

防団員、成り行き任せじゃいけないと思うので、新年度はこれだけね、ちょっ

と増やしていきたいみたいな、そういうのがね、全くないんだけども、内部で

は何か検討されてるんですかね。それね、ぜひね、やらないといけないと思い

ます。再質問２点です。 

政策推進課長補佐  まずアクションプログラムのほうなんですが、基本的にですね、基本構想と

いった部分はですね、今回特にいじるつもりというか、本来いじるものではな

いので、基本構想はそのまま引き続き踏襲していくということになります。で

すので、この「いのち“育み” 未来へ“ツナグ” 進化“つづける”故郷」と、

「－笑顔あふれる幸せのまち 松田－」を形成していくためにどのようなことを

やるかというところなんですが、前年度、この４年間のですね、まず実施した

それぞれの事業の反省点、それから課題点なんかも踏まえて、じゃあ次はどう

いったところを改善して、どういうふうにしたらもっと効果的にできるかとか

いうことをまず庁内でも調整しまして、それと同時に今、コロナですとか、あ

と国のほうからはこのグリーン＆デジタルですとか、そういった情報も下りて
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きておりますし、今ですね、子供目線のまちづくりにも力を入れていきたいな

と考えておるところですので、そういったところをですね、後期に生かしてま

いりまして、より町がですね、効果的によくなっていくように、そういうよう

な計画にしていきたいと考えております。以上です。 

総務課専任主幹  おっしゃるとおり、分団の数、83.5％というところを維持するように、消防

団、維持…（「維持じゃ駄目だよ。」の声あり）はい、増加するように、今後

も消防団のほうにお願いするとともに、町役場としても広報に努めたいと思い

ます。 

また、併せまして消防団員を取り巻く環境の、今回時給になりましたけれど

も、国の施策と併せましてよりよい環境をつくって、入隊していただける環境

に努めたいと思います。以上です。 

寺 嶋 委 員  終わります。 

委 員 長  はい。ほかには。 

内 田 委 員  ２点ほどお伺いします。消防費のほうですが、まず145ページですね。前者に

ちょっと似たような質問になっちゃうんですけど、まず非常備消防の報酬です

ね。この報酬については令和３年度と同じ予算なんですよ。その下に、消防団

員出動報酬というのがね、これ４年度新たに加わったんですけど、これ恐らく

前回、消防団の条例の一部改正がありまして、今まで出動手当が１回1,000円、

１回ですね、が、今度は時間1,500円だったかな。ちょっとごめんなさい。一時

間…（「1,000円」の声あり）1,000円か、ごめんなさい。1,000円ということで

改定されたものに対しての増額分だと思うんですよ。人数も164名というね、定

数で190万ほど計上されてるんですけど、消防団の出動というのは皆さん御存じ

のとおり、火災出動と災害出動、水防とかね、その２つに大きく分かれてると

思うんですけど、この190万の歳出、これは消防団員何人で何時間、例えば個々

に言うと、火災で何人が何時間出た、水防、災害で何人が何時間出たという、

そういう積算だと思うんですけど、もしそれが分かれば。 

それが１点と、次に非常備消防費の、これは10番の需用費、消耗品費で191万

9,000円が計上されてますけど、この主なものでいいです。その中で一番大きな
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ものとしてどんなものがあるか。 

それとごめんなさい、もう一点。消防設備費の次のページですね、147ページ。

工事請負費、６分団の詰所の整備工事が680万見てるんですけど、これについて

は昨年度消防団の６分団の詰所の設計委託で200万見てましたけど、場所が見つ

からなかったということで流れて、今年度は、昨日ちょっと視察させていただ

いたんですけど、修繕だったんですね、今度は、今回。どのような、何で修繕

に変わったのか。場所は同じだから修繕でいいやということになったのか。今

まで過去ずっと行くと、どの分団もほぼ建て直しなんですよ、新たに。６分団

だけ修繕になったその経緯、いきさつを、その３点ですか、お伺いします。 

総務課専任主幹  まず１点目のところですけれども、その積算のところですが、火災等は120名、

３時間というところとして、災害等防水のところで200名×６時間、こちらのほ

うで積算しております。そしてこちらの積算というのは今年度発生した災害の、

可能性で高いところにいたしまして、若干今年度の実績よりも数年間平均して

高いところの数値にしております。 

２つ目の需用費の消耗品費、こちらは消防ホース、こちらのほうが…（私語

あり）一番高いのは防火衣のところで、こちらのほう７セットなんですけれど

も…（「もう一回。防寒着。」の声あり）はい。防火衣。防火のとき着る服で

す。はい。こちらのほうは毎年買って補充しているというところになります。 

６分団の工事につきましては、長寿命化というのがありまして、まだやはり

建設して38年、耐震工事も、新耐震基準で造られてるというところを考えます

と、その建物の50年というのがまだ余裕がある。その中で長寿命化というのは、

県の補助金がつくというところと、あとトイレ、外装、あと浄化槽の工事等を

含めまして環境、あと生活環境ですね。そちらのほうを含めまして、長寿命化

するほうが有利と考えました。以上です。 

内 田 委 員  第１点目の出動手当、報酬ね、それは分かりました。120名の３時間と、200

名の６時間という積算だということで了解しました。 

それで２点目の消耗品の主なものは防火着、防火服というのかな。あれとあ

とホースもあるんでしょ。消火消防用のホース。そのホースなんですけど、こ
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の松田町全体で消火栓がありますね。二百何十あるんじゃないかと思うんです

けど、そこに必ず消火栓のそばには格納箱ね、ありまして、そこにホースと、

ホースが３本ずつぐらいかな。それと筒先と、あと消火栓を開くバルブのね、

それが格納されてると思うんですよ。私がちょっと心配してるのは、心配とい

うかね、そこに保管されている、格納箱に保管されているホースですね。それ

が私の記憶では、今まで消防団が使ってたホースが入れ替わった場合、新しい

のに。今まで使ってたのを順番に、格納箱に収めてたということだと思うんで

すよ。松田町内、寄も含めて270ぐらいあるのかな、消火栓の数というのはね。

そこにみんな収まってるはずなんですね。ただ、もう収めてから、古いものだ

と20年以上そのまんまのものも結構あると思うんですよ。私も一回、大分前で

すけどね、近場でぼやがあって、格納箱からホースを引っ張り出して、いざバ

ルブを開いたら、ホースから水が吹いちゃってるという、ほとんど使いみちに

ならないというホースがありました。 

私の言いたいのは、やはりそういう消火栓があるということは、初期消火の

消防団や消防署が来る前に、地元の方々がそこへ行っていち早く、一分一秒で

も早く水を出すというのがね、初期消火だと思うんですよ。その重要なホース

自体が穴開きとかなった場合にね、これはもう冗談じゃ済まされないのでね、

ということもあると思うんですよ。だから今後ね、消防団の、聞いたのは、さ

っき聞いたのはね、消耗品どんなもの買ってますかというのもつながってくる

んですけど、当然ホースも買って、じゃあ古くなったホースはまた格納箱に入

れればいいやということなんですけど、多分ほとんどというほど点検はしてな

いと思うんですよ、ホースの。格納箱に入っている。地元の各分団が自分の持

ち場というかね、ところの消火栓は点検してると思うんですよ、定期的に。水

が出るかどうかって。でもホースまではやってないと思うんですよ。だから今

後ね、ぜひそういうね、消防団員も大変だと思うんですけど、そういうことも

含めてね、点検をして、駄目なものはね、もう常時取り換える。そのくらいの

考えでね、臨んでほしいと思います。 

それと、３点目の６分団の詰所、長寿命化ということで50年の耐用年数があ
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るということは分かりますが、今までのね、各消防団の詰所というのはね、結

構古くなっても新しく建ててるんですよ。だからその長寿命化というだけでね、

修繕だという、補助金が下りるから。今までだって消防の詰所をね、建て替え

れば、県の補助金もついたわけなんですよ。これは６分団が了解があったとは

思いますけど、やはりね、その地区の住民の安心・安全をね、担う消防団員の

詰める場所ということですから、やはり私としてはね…（私語あり）あの、私

が言ってるのに対して、ごめんなさい。横からちゃかちゃか言わないでくださ

い。 

井 上 委 員  委員長、ちゃんとはっきり言ってくださいよ。 

内 田 委 員  井上さんはすぐ人のことになると言うんですけど。いいですか、続けて。 

委 員 長  質疑ですので、なるべく縮めて。 

内 田 委 員  分かりました。じゃ私の意見はね、考えはやめて。それは６分団のことは分

かりました。じゃあ今言ったね…ホースのことはどうですか。お答えください。 

総務課専任主幹  ホースにつきましては、耐用年数というのは決まってないんですが、一応10

年が目安で、完全に保管してれば20年と確認してます。その中で、消防団のほ

うには年に１回点検のほうはお願いしてる状況です。今、言われたとおり、大

変古いものもあって、その確実に機能点検をするように、これからもこちらの

ほうでお願いをして、その常備消防のみならず、災害のときとかいろんな状況

があるわけで、今ある消火栓のところが機能するように、こちらのほうも努力

したいと考えてます。以上です。 

内 田 委 員  終わります。 

委 員 長  ほかに。 

平 野 委 員  55ページの最後のほうなんですが、最後のほうというか、どこにそれが入っ

てるのか分からないんですが。定住少子化対策の中で、今年度一応初めてとい

うことで、学生向けという項目があったのですが、これ具体的にはどのような

方法でやっていくのかというのを教えてください。 

定住少子化対策係長  予算大綱の中にですね、学生支援という形がございまして、それが予算書上

の中ではちょっと見えないというお話かと思います。ページにいたしますと55
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ページ、下段から２つ目のですね、民間賃貸住宅家賃補助と言われる中の内数

で入ってございます。この金額の積算内訳としましては５人分、120万円分が

内数として入ってございます。 

それ以外にはですね、民間賃貸住宅家賃補助は子育て向け、若年向けという

世帯に向けてですね、町の空き家バンクを通じて成約して、その住居に入った

場合は補助しているというもののですね、学生支援をこの中でやっていきたい

というところで、予算を組んでおります。具体の内容といたしましては、今、

制度設計中でございますけれども、近場の例で言いますと、海老名市も実は同

様の事業を行っているということがございまして、当町においてはですね、小

田急線の沿線沿いにかなりの大学があるということもございまして、多少なり

ともちょっと遠くはなるかもしれませんが、学生の方にですね、家賃補助をす

ることで住んでいただきたいと、松田のよさを知っていただきたいと、そのよ

うな形で考えております。制度設計につきましてはちょっと今、考えていると

ころでございますが、大学生を中心にですね、やっていきたいと思っておりま

す。以上でございます。 

平 野 委 員  大体のところは分かったんですが、これはじゃあ海老名の制度というのは、

何かそういう参考になるようなところがあるんですか。 

定住少子化対策係長  海老名の制度はですね、対象者がどの学校かというようなところと、あとは

一般的に市町に転入してきたというところぐらいしか、対象者としては決めて

おりません。そして家賃の金額というところも２万円という形で、当町も同じ

ような金額で設定をしているというところでございます。 

一つ、当町の場合そこに変化球といいますか、当町らしさを入れているのは、

民間賃貸住宅家賃補助の中に入れておりますので、空き家バンクの掲載物件と

いうところに、学生の方を入居させたいというのがひとつございます。 

あともう一つ、これも現在制度設計中でございますけれども、海老名市の場

合はですね、その補助していただいた学生に市民イベントとかに参加をしてい

ただくとか、町のよさをＳＮＳで発信してもらうとかというような条件をつけ

ているところございます。こういったところもですね、ちょっと考えながらで
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すね、制度設計をしていきたいと思っております。以上でございます。 

平 野 委 員  最後、もう一つ確認するのは、その２万円というのはこの１年間通した、

月々２万円のという意味ですかね。 

定住少子化対策係長  月２万円なので、年額24万円、それの５名分120万円をこの内数として計上し

ております。以上でございます。 

平 野 委 員  分かりました、はい。 

委 員 長  よろしいですか。 

大 舘 委 員  １点だけお願いします。143ページの都市整備事業の関係ですけども…。 

井 上 委 員  まだまだ、まだまだ。整備はまだまだ。 

平 野 委 員  143まだだって。 

大 舘 委 員  まだ。あれ、そうか。 

平 野 委 員  消防だから。消防からだから。 

大 舘 委 員  ごめんなさい。フライングしました。 

委 員 長  よろしいですか。ほかにはよろしいですか。 

古 谷 委 員  消防絡みなんですが、147ページ、昨日も６分団の詰所、また消防車見させて

いただきましたけども、消防購入費で1,480万という金額が出てます。これはポ

ンプ車なのか、可搬車両なのか、その辺をちょっと教えていただければという

ふうに思います。 

総務課専任主幹  小型動力ポンプつきのワンボックスタイプの積載車というものになります。

はい、以上です。 

委 員 長  よろしいですか。 

古 谷 委 員  積載車ですね。はい、分かりました。 

委 員 長  ほかには。 

中 野 委 員  本当の１点だけお聞きします。145、公有財産購入に絡んで。消防分署の土地

購入ということで、物件損失補償費までで２億ということですが、この分署の

移転について期限はあるんですか。いつまでに分署を移転しなきゃいけないと

いう、その１点だけお聞かせください。 

総務課専任主幹  分署の部分ではなくて、松田町として用地の候補の提出というのが、今年度
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３月31日までというのが決まっております。以上です。用地ですね、用地の案。 

総 務 課 長  すみません、補足させていただきます。あくまでも消防のほうは、小田原消

防の用地につきましては一応来年度中に決めて、そのために一応今回予算計上

をさせていただいているような形になりますので、一応小田原消防の立場から

すれば、もちろん早ければ早いほうがいいんですが、来年度中をめどに決めて

いただいて、それから７年間の予定の中でやっていきたいという形で考えてま

す、以上です。 

中 野 委 員  ７年間のうちに移転すればいいということですか、今の説明。 

総 務 課 長  ７年間で移転するということじゃなくて、用地を決めて、その後測量があっ

たり建設があるということです。それでやっていくという形になります、はい。

ただ、用地はもう早く決めないと、その計画がどんどんどんどんずれてしまう

ので、計画を早めに上げないといけないという形になります。 

中 野 委 員  もう一度聞きます。じゃあ、いつ幾日までに移転しなければほかに持ってい

っちゃいますよというものなんですか。大井町に持っていっちゃいますよとい

うことですか。 

総 務 課 長  要は今まで、松田のほうで検討しなければいけないということだったんです

が、あまりにもその話が長引いてしまうと、大井町も一緒に検討材料に考える

方向にはなっていくとは考えております。 

中 野 委 員  私の質問に全く答えてくれてないんだけど、いつ幾日までに移転しなければ

いけませんという決めがあるんですかということを聞いてるだけです。分かる

でしょ、ねえ。それ答えてくれればいい。（私語あり） 

総 務 課 長  用地の候補として最終的に、ごめんなさい。用地の決め方なんですが、とり

あえず松田から案を出すのが一応今年度、今年度いっぱいという形でございま

す。その後、一応案を出して、その後今度、構成市町で一応確認、調整をさせ

ていただいて、最終的に決定という形になりますので、案として一応今年中に

ということでございます。 

中 野 委 員  ますます分からない。 

田 代 委 員  ４年度。（私語あり） 
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総 務 課 長  ごめんなさい。今の計画としまして、令和４年度に用地取得、それから基本

計画、地質調査等をしまして、令和５年度以降から基本設計とか実施設計、６、

７と建築工事をやっていく予定でございます。今の予定の中ではこういう形で

進んでおります、はい。 

中 野 委 員  じゃあもう一度聞きます。じゃあ今の説明ですと、令和４年度中に土地の用

地の確保と。これ、確保しなきゃいけないんですね。確保できなかったらほか

行っちゃいますよということですか。 

総 務 課 長  すみません。基本的には確保しなければほかに行くという、松田だけじゃな

くて大井町も一緒に今度選択肢が広がるという形です。 

中 野 委 員  今、課長の説明ですと、建物も土地も別にそんなに急がなくても、何も決ま

って、期限が決まってるんじゃないんですよというふうに取れるんですが、で

あるならば、そんなに急がないで、ここで２億円計上なんてしないで、何か買

えそうだよという土地が見つかったところで、補正でも何でも組めばいいじゃ

ないかなって、私は思うんですけども。 

総 務 課 長  すみません。小田原消防のほうの計画としまして、一応今年度いっぱいで松

田町のほうで候補地を上げさせていただきます。ただ、それはうちのほうで上

げさせていただいて、詳細に決めるのは構成市町が決めるような形になるんで

すが、案として上げるのは今年、今年度いっぱいで、それが決定してうちのほ

うで土地交渉とかに入っていく予定でございます。 

井 上 委 員  ちょっと関連でお聞きしたいんですけどいいですか。 

委 員 長  副町長のほうで。 

井 上 委 員  違うよ、こっちだよ。議員が関連で出してるんだから、こっちをやらなきゃ

駄目ですよ。 

委 員 長  はい、じゃあ６番。 

井 上 委 員  今ね、総務課長がそういうふうに言われたんですけども、私がですね、消防

本部で行ってですね、資料も頂いてきました。小田原市消防本部の令和３年度

の主要事業案というのは、これは令和２年の11月に広域の消防担当の会議があ

りました。その中では、総務課長の言われるように、消防施設の改修整備の中
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で、松田分署の建て替えに向け、基本計画や地質調査、測量の業務委託を予定

していますというその報告書が令和２年の11月12日にありました。ですので、

これは多分あれですよね。内田議員が行ってられると思うんですよ。だからそ

こでは案ではあったんですけども、令和３年度の主要事業を頂いてきました。

今年度ですね。その中には、もうそこの部分は、松田分署は応急修繕工事のみ

が計上されてるだけなんですよ。松田分署の令和３年度の実施事業の予定等は

…。 

中 野 委 員  ３年度って今だよ。 

井 上 委 員  そうです。 

中 野 委 員  あと何日もない。 

井 上 委 員  もうだから、予定では、主要事業案では載っていたんですけれども、もう３

年度ではそこがね、なくなってるんですよ。だからそれがどの計画にね、今、

先ほど言われた、総務課長が言われた計画が、小田原市消防本部の中ではどの

計画に載っているのか。もちろん私の手元には４年度の主要事業の案もありま

すが、そこには何も載ってないんですよ。だからどこに載っているのかを教え

ていただきたいという関連質問です。 

総 務 課 長  すみません。今、議員がおっしゃられた３年度は松田分署の修繕工事が載っ

てるという話ですよね。それは今現在の分署の改修工事のお話ですよね。要は

その、新しい松田分署については、まだ計画地が決まってないので、それは３

年度事業には載ってこないですよね。（私語あり）４年度にはまだ決まってな

いので、それは載らないですよね。 

井 上 委 員  もう一回今ね、言いますね。３年度の主要事業の案の中には、松田分署建て

替えに向けた基本計画、地質調査、測量業務を予定していますと。令和３年度

の主要事業の案をですね、令和２年の11月に出してるんですよ。議員も出る消

防の会議で。 

内 田 委 員  私も出てます。 

井 上 委 員  出てるでしょ。それで、令和３年度の主要事業の決定をしたものには、もう

そこが削除されちゃってるんですね。だから、もうそういう計画は令和３年の



19 

 

案の中ではあったんだけども、もう３年度はないと。その次に、今度は４年度

の主要事業の案というのが、これも多分11月ぐらい、令和３年の11月ぐらいに、

消防の首長、議長、担当議員が出る会議の中で示されてる。そこにはもう、そ

の松田分署の建て替えに伴うそういう計画は、もう入ってないんですよ。なの

にね、今、総務課長はその計画がありますと。４年度中に土地を取得しなけれ

ばいけないと。じゃ、その計画はどの計画を言ってるんですかという質問です。 

総 務 課 長  それはまさしく今、井上議員がおっしゃられた松田分署の再整備事業計画と

いう、再整備事業の進捗状況についてということで、まず初め令和３年度は、

要は分署の改修載ってたんだけど、それ以外がなくなってますというのは、要

は令和２年度ですよね。一番初め、令和２年度は分署の改修が載ってて、測量

とかそういうのがあったんだけども消えちゃってますというお話でしたよね。

それはとりあえず令和２年度に、一回候補地があって、それが年度当初にあっ

て、それがうまく話が進展するということを前提で消防さんのほうで、小田原

消防さんのほうでそのような計画を立てられたんですが、令和２年度中にその

話が立ち消えてしまったので、途中でなくなってるような状況でございます。

令和３年度のほうは、なぜじゃあそれが載ってないのという話なんですが…。 

井 上 委 員  違う違う。そうじゃない。どの計画に基づいて、先ほど総務課長が説明した

ものが…。 

総 務 課 長  これは今、先ほど議員がおっしゃられた足柄消防署の松田分署の再整備の関

係の、小田原消防さんが作ってる計画の中で、１年目がこうだという形での、

それぞれの消防本部さんがやられる業務内容を示されてるのがありまして、そ

れを私が今、お話をさせていただきました。 

井 上 委 員  それはいつ発行になる。 

総 務 課 長  これは令和３年の10月28日ですね。その中で、要は今、令和２年度時点は井

上議員がおっしゃられるように予定はあったんです。年度当初には、候補地が。

ただ、２年度中にその候補地が頓挫してしまったので、消防さんがやる整備計

画とか、測量とかがなくなってるということでございます。令和３年度はなぜ

ないのという話なんですが、小田原消防さん計画ないのという、それはもとも



20 

 

と松田の消防の候補予定地がないから、それが計上されてないという形になり

ます。以上でございます。 

ただ、要は先ほどお話しした中で、一応松田分署の候補地につきましては、

松田のほうが今回、今年度までに一応上げさせていただいて、それを小田原消

防のほうで承認していただいて動けるような状況でございますので、それで先

ほど私が言った、例えば敷地の条件とか法規整備の調査とか基本設計とか、そ

ういうのをどんどん順次進めていくような形になります。それは実質小田原消

防さんがやって、町のほうは土地を提供する。土地を提供するのが町の仕事で

ございます。以上です。 

井 上 委 員  じゃあ、もうこれで関連質問終わりますけれども、そうするとその８番議員

がね、最初に質問したところに戻りますけれども、だからそれはもう４年度に

取得をしなければいけないとか、もう５年度に例えば測量調査、地質調査を行

うということの年次計画というのは、まだ未定だという理解でよろしいんです

ね。 

総 務 課 長  年次計画的な未定、今お話しになった基本計画であったりとか、基本、実施

設計というのは、それは手前どもがやるんじゃなくて、小田原消防さんがやら

れる予定でございます。要は、一番当初の小田原消防の松田分署の移転計画と

いうのが、平成30年からお話が出てるので、消防さんのほうの立場とすれば、

やっぱり少しでも早くやっていきたいという考えがございます、元から。それ

が一応今年度、令和３年度までに松田町さんが候補地を選定というか、候補地

を選定するようなスタンスでなっております。最終的には４年度です。ただ、

決めるのは私どもじゃなくて、最終的にここで松田が上がってた候補地でいい

よと決めるのは、各構成市町になりますので。 

井 上 委 員  関連質問終わります。 

委 員 長  ８番、よろしいですか。 

田 代 委 員  関連です。松田町が土地を買って、小田原市消防にありますよと。それを提

出するのが４年度中ということだよね、３月末ということだよね。まずそれで

す。 
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総 務 課 長  ですから…はい、そのとおりです。 

田 代 委 員  それで一番大事なのが、示す、土地ありますよって。町有地ならいいですよ。

予算見て、今の段階ではどこか分からない。うまくまとまって決まった。決め

るのは小田原ですよね。そのときに、松田は差し出して、駄目だったらどうす

るんですか。何かすごいね、荒っぽい。 

総 務 課 長  もちろんそうはならないように、小田原消防から出されてる提案基準がござ

いますので、それに合致するような形でうちが選定させていただいて、その中

で決めたいと考えております。 

田 代 委 員  課長の解釈を、私、いいようにとります。示してから向こうが決めるんじゃ

なくて、当然それだけの買い物をするんだから、小田原消防と当然協議もする

し、ある程度決まってくれば周りの首長さん、関係する団体の、そういった近

隣町と調整しながら同時進行というのが、誰が聞いても正しい回答じゃないか

と思うんですけども、いかがでしょうか。 

副 町 長  はい、ありがとうございます。この用地につきましては、先ほど課長が言い

ましたように、令和４年度中に決定しなきゃいけないというのがあります。こ

のまず面積とかですね、地域的な条件がございまして、一つには分署の建てる

地域というのが、ある程度小田原消防のほうから示されております。これは足

柄、南足柄にある本署の位置ですとか、中井町の分署ですとか山北の分署を含

めた中で、この辺の地域という、たしか示されてるんです。 

田 代 委 員  具体的にはそれお話しください。その地域。 

副 町 長  それが大井町と松田町の区域ですよというところが一つあります。ちょっと

私も入っている…ちょっとあれが私のほうでは、ちょっと詳しく分かりません

けど、それがあります。それで、この前、町長のほうでもお話ししました歴史

的なところと、やはり町民の、今までここにあった署をやはり松田町に置きた

いという強い気持ちの中で、松田町のところに何とか今、用地を見つけようと

してます。ですから、大井町も同じような気持ちでいれば、大井町のほうも候

補地を上げていると思いますけども、今のところ松田町のほうがその意思が強

いというところで、松田町のほうも何とか町内にその用地を獲得しようという
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ことで、４年度にこのような計上をさせていただいてますけども、まず一番問

題としては面積が1,500平米で、出動するに当たって幅員が、前面道路の幅員

がですね、ある程度広い６メーターぐらいを基本にしたところ。それと、小田

原消防の分署としての位置ですね。地域的な位置が松田町もしくは大井町。た

だ、大井町でもずっと下流の、小田原に近いほうではいけませんよという区域

がある。その条件を少なくともクリアした中で土地を探してくれというところ

が、私ども伺ってるところです。 

田 代 委 員  一番大切なことは、予算計上２億されてて、それで買った。ありますよ。で

もさっきのお話だと、それは小田原が決めること。それを私、お話してるんで

すよ。その辺、副町長お願いします。 

副 町 長  その辺はですね、お断りされるようなですね、土地はまずこれは無駄になり

ますのでね、やはりこれは連携をとりながらですね、やはり情報提供をさせて

いただきながらですね、こういうような土地で今、調整しているというところ

は常に小田原消防の本部のほうとですね、調整しながら用地交渉を進めていか

なければいけないというふうに考えております。以上です。 

田 代 委 員  最後に、早野課長ね、先ほど話のあった令和３年11月にそういったものが示

されたというお話なので、それを後でペーパーで頂けませんかね。今、それを

見てたものを。そうすれば私どもも、やり取りが見えなかったのが理解できる

のかなと。要するに根拠ですよ。ここでね、そういうものが出て、それでここ

へ予算計上したんだよと。そういったことでお示しいただきたいんですけど、

副町長どうですかね。その辺が分かればね、ある程度すっきりしてくるんです

よ。 

副 町 長  じゃあ、この辺については、はい、皆さんのほうに。 

田 代 委 員  ここで休憩になったときにでもコピーくださいよ。はい、終わります。あり

がとうございます。 

委 員 長  ８番、よろしいでしょうか。関連。 

齋 藤 委 員  今までちょっと消防の件ですけど、お話を聞いてる中で、単純に場所がなき

ゃいけないというのが一番のネックになってると思うんですけど、物理的にそ
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の広さってあります、この町の中見て。今、単純にぱっと浮かんできて、この

前町が売っちまったような寄の場所とか、あと町屋辺りで今、開発しようとし

ているような地域、酒匂川縦貫道路のそばとか、どこか大きい道路じゃなきゃ

いけないわけですよね。物理的に考えて、どこかどかさない限りは無理じゃな

いですか。もう３年もそれでやってるわけでしょ。３年間何も出てきてないわ

けですよね。それを今度また１年以内にやろうとしてるわけですから、どうな

んですか。 

総 務 課 長  はい、ありがとうございます。今、齋藤議員からおっしゃられたことも確か

にあられますけど、私のほうでも一応、安全防災担当室の中で県道沿い、この

間、接道要件ということで幅員12メーター以上という接道要件等もございます

ので、その中で県道沿い…（「そんなに要らねえべよ。接道６メーター。」の

声あり）あ、ごめんなさい。接道６メーターということでありますので、その

中で今、なかなか決まらなかったじゃないかという話の中でも、その中でも私

のほうでもいい、どうにかならないかなというような形で思ってるところもご

ざいますので、そこら辺を考えながらちょっと対応できたらなというふうな形

で決めていきたいと思ってます。 

齋 藤 委 員  考えながらというか、もうそれぶつけていかないと駄目だし、それ考えると

いうことは、物があってどかすということだと思うんですけど、どこかのつて

を伝えば、そこどいてくれるかなとかっていろいろあると思うので、どうなん

ですか。 

副 町 長  今、用地交渉ですからね。まだ私のほうとしてはやはりこの予算が確定した

中でのですね、早急に動きたいというふうに考えておりまして、今のところど

うですかというところはですね、なかなかやっぱりこの辺も用地のことですの

でね、シビアなことですので、なかなかここではお答えできませんけども、当

然その交渉にはですね、早急に入り込んだときに、やはり皆さんのお力も、議

員の皆さんのお力もですね、必要になってくるかと思います。また、用地交渉

というのはまともにしてまとまるものでもありませんのでね、いろいろな手を

尽くしながらやっていかなきゃいけない。これは私も今まで経験してきたとこ
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ろでもございます。ですから、この辺は皆さんにもですね、しかるべきときに

御相談させていただきながらですね、いい方法というところをですね、模索し

ながら、早急に何しろ決定していきたいというふうに考えてます。以上です。 

齋 藤 委 員  シビアなところなので難しいというのは分かりますけど、多分議員さん全員、

誰一人松田町から消防署を出したくないと思ってると思うんですよ。だから、

どんな関係あるか分からないですけど、皆さんそれぞれの関係の中でももしい

けると思うので、情報の共有化をいつどの時点でしていただけるのかという部

分、そこが次のステップに行ける部分かもしれませんので、皆さん地域で代表

で出てこられてる人たちなのでね、その辺考えると、変な言い方ですけどうま

く利用してやってください。 

副 町 長  ありがとうございます。本当に情報をですね、皆さんに早くですね、お伝え

できるように、私どものほうもですね、早急に動きたいと思います。それには

ぜひともですね、この予算のほうをお認めいただければと思います。よろしく

お願いいたします。 

中 野 委 員  私が言い出しっぺですから、最後私に締めくくらせてください。実際問題ね、

副町長も課長も、今は全くめどが立ってないよと言っていて、２億円もの費用

をかける事業に当たって、今年、令和４年度中に用地を見つけなきゃならない

という中でですよ、実際これから見つけて、その地主さんと交渉をして、さあ、

判こを押すところまでって、１年間で…20坪、30坪の土地じゃないですからね。

私は果たしてできるのかなと。というと、私は勘ぐった見方をすればですよ、

どこかもうつばつけてあって、どこかにあるんじゃなかろうかな。それが大体

２億円程度の見当なのかなと、私自身はそう思うわけですよ。 

それでちょっと質問しますけど、この２億円、予算が認められたとなると、

町が5,000平米以下は、買う用地なんていうものは議会承認は要らないんでし

ょ。要らないですね、そうですよね。ですから、多分皆さん心配されてるのは、

２億円を、どこを買うだか分からないのに認めたと。ここで、ああ、好きなよ

うに使ってくださいよってやったときに、議会承認は要らないんだからといっ

て、とんでもないところを買うなんてことは絶対あり得ないですから、その辺
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のところがね、どこかめどが立ってるんだったら、正直ちょっと言ってくださ

いよってなところだと、それが腹だと思いますよ。私はだから非常に、転ばぬ

先の杖的にね、行政側にお話ししています。よろしくその辺のところをお含み

おきください。 

委 員 長  よろしいですか。 

副 町 長  ありがとうございます。私どももですね、ただどこをというような、机上的

にはですね、やはり候補的なところを何か所か、ただ、そこをまだ地権者の方

にですね、お話も行ってないですし、ただ、我々の一方的な、ああ、こういう

ところがいいねというところで、地図上というんですかね、机上的なところで

今、何か所か候補は考えているところです。ですから、この辺をやはり地権者

の方にお話しできる体制が整い次第ですね、進めていきたいなということで、

まるっきりゼロではありません。机上ではこの辺はどうだ、この辺はどうだと

いうところはあります。それをまた、現地の調査というのも当然必要になって

きますので、そういった中では候補地…候補地まで行ってるかどうか分かりま

せんけども、そのような作業は進めさせていただいております。 

中 野 委 員  最長１年しかございませんから、ぜひ最適な候補地を探し当てて、丸にして

いってください。お願いします。以上終わります。 

委 員 長  ほかにございませんか。 

(「なし」の声あり ) 

ないようですので、議会費から総務費、消防費は終了します。 

暫時休憩します。                    （15時28分） 


